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マーシュブローカージャパンに聞く

米
、

年
ま
で
に

基
新
設

20

30

米
国
は
1
9
7
9
年
に
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
で
起
き
た
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
以
来
、
原
発
の
新
設
を
禁
じ
て
き

た
が
、
消
費
電
力
の
増
加
や
環
境
問
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
お
よ
そ

年
ぶ
り
に
こ
れ
を
解
禁
し
、
2
0
2
0
年
ま
で

30

に

基
の
原
発
を
新
設
す
る
方
針
を
固
め
た
。
米
国
で
は
最
近
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処
理
施
設
の
建
設
計
画
を

30
取
り
や
め
る
な
ど
の
動
き
も
出
て
い
る
が
、
原
発
の
新
設
に
つ
い
て
は
昨
年
か
ら
計
画
が
進
行
し
て
い
る
。
多
様
な

リ
ス
ク
を
孕
む
原
発
建
設
に
は
厳
重
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｒ
Ｍ
）
が
必
要
だ
が
、
こ
れ
か
ら
再
開
す
る
新
世

代
原
子
炉
建
設
で
の
経
験
は
、
今
後
、
建
設
を
予
定
す
る
中
国
、
イ
ン
ド
、
中
東
な
ど
で
生
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
原

発
の
特
徴
的
な
Ｒ
Ｍ
の
仕
組
み
や
、
米
国
の
保
険
制
度
に
つ
い
て
マ
ー
シ
ュ
ブ
ロ
ー
カ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
中
澤
良
平
氏
に
聞
い
た
。

原
発
の
建
設
と
操
業
の
特

徴
は
、
原
子
力
災
害
と
い
う

危
機
的
な
リ
ス
ク
を
孕
ん
で

い
る
こ
と
に
加
え
、
関
係
者

が
多
数
の
大
規
模
な
事
業
と

な
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
リ

ス
ク
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

だ
。中

澤
氏
に
よ
る
と
、
原
発

の
リ
ス
ク
は
以
下
の
よ
う
に

大
き
く
三
つ
に
分
類
で
き

る
。
①
操
業
中
ま
た
は
操
業

の
た
め
の
事
業
計
画
全
体
に

関
す
る
リ
ス
ク
②
計
画
に
基

づ
き
施
設
を
建
設
す
る
際
に

発
生
す
る
リ
ス
ク
③
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
（
図
表
参
照
）
の

濃
縮
工
程
以
降
の
核
燃
料
の

製
造
・
輸
送
・
保
管
リ
ス

ク
。米

国
の
原
発
建
設
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
の
リ
ス
ク
は
、
事

業
者
、
出
資
者
、
建
設
業

者
、
レ
ン
ダ
ー
（
金
融
機

関
）
、
政
府
、
技
術
供
与
会

社
の
間
で
分
担
さ
れ
る
。
原

発
建
設
再
開
に
当
た
っ
て

は
、
現
在
の
技
術
レ
ベ
ル
に

お
け
る
最
大
限
の
リ
ス
ク
低

減
の
措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

建
設
地
の
選
定
に
当
た
っ
て

は
、
既
に
環
境
・
イ
ン
フ
ラ

面
で
対
策
済
み
の
既
存
原
発

サ
イ
ト
へ
の
増
設
が
優
先
さ

れ
る
。

ま
た
、
建
設
業
者
（
注
）

は
最
新
鋭
の
技
術
力
を
バ
ッ

ク
に
、
合
理
化
、
安
全
性
を

向
上
さ
せ
た
新
型
原
発
の
開

発
に
余
念
が
な
い
。
例
え

ば
、
モ
ジ
ュ
ラ
ー
型
の
導
入

や

～

％
に
も
及
ぶ
パ
ー

25

30

ツ
数
の
削
減
な
ど
を
通
じ
て

現
場
工
事
の
合
理
化
を
図
っ

て
い
る
ほ
か
、
操
業
後
の
運

転
・
保
守
・
管
理
の
し
や
す

い
設
備
設
計
、
熱
制
御
安
全

停
止
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
固
定

安
全
設
備
の
増
強
や
、
有
事

の
放
射
性
物
質
の
外
部
放
出

防
止
策
な
ど
に
よ
っ
て
も
リ

ス
ク
対
応
策
の
完
成
度
を
高

め
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
事
故
へ
の
抑
止
力
が
高

ま
り
、
万
一
の
事
故
発
生
時

の
安
全
確
保
の
度
合
い
も
格

段
に
進
歩
し
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
面
の
現
状

は
、
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
が
原
発
建
設
に

要
す
る
費
用
を
1
事
業
当
た

り

％
補
助
す
る
資
金
支
援

80
制
度
を
運
営
し
て
お
り
、
Ｄ

Ｏ
Ｅ
は
事
業
者
の
資
金
能

力
、
経
営
健
全
性
な
ど
を
査

定
し
た
上
で
融
資
可
否
を
判

断
し
て
い
る
。
事
業
者
は
、

残
る

％
の
資
金
調
達
を
行

20

う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
は
、
強
固
な
財

務
基
盤
は
も
と
よ
り
、
事
業

収
益
計
画
の
維
持
、
レ
ン
ダ

ー
に
要
請
さ
れ
る
保
険
を
適

切
に
活
用
し
た
リ
ス
ク
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
確
立
が
必
要
に

な
る
。
事
業
者
と
レ
ン
ダ
ー

に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
、
財
務
リ
ス

ク
、
建
設
・
操
業
リ
ス
ク
、

災
害
リ
ス
ク
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
レ
ン
ダ
ー
は
事
業
者
に

対
す
る
融
資
の
条
件
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス
ク
を

最
小
化
す
る
取
り
組
み
と
と

も
に
、
保
険
の
活
用
を
要
求

す
る
こ
と
と
な
る
。

原
発
建
設
事
業
の
保
険
手

配
の
難
し
い
点
は
、
多
く
の

保
険
会
社
で
は
放
射
能
関
連

リ
ス
ク
は
免
責
あ
る
い
は
引

き
受
け
謝
絶
と
な
る
点
に
あ

る
が
、
建
設
計
画
段
階
で
保

険
手
配
を
怠
れ
ば
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
コ
ス
ト
の
大
幅
な
増

加
や
融
資
計
画
に
支
障
を
来

す
こ
と
も
あ
り
得
る
。

原
子
力
リ
ス
ク
の
保
険
手

配
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
放

射
性
物
質
の
有
無
に
よ
り
原

子
力
リ
ス
ク
の
保
険
手
配
の

内
容
は
異
な
る
。
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
（
図
参
照
）
の
う

ち
、
濃
縮
工
程
以
降
の
核
燃

料
の
製
造
、
輸
送
、
発
電
、

貯
蔵
や
再
処
理
の
リ
ス
ク
に

つ
い
て
は
一
般
の
保
険
で
は

免
責
と
な
る
た
め
、
賠
償
責

任
リ
ス
ク
は
原
子
力
プ
ー

ル
、
財
物
リ
ス
ク
は
原
子
力

共
済
制
度
を
適
用
す
る
こ
と

と
な
る
。

原
発
建
設
工
程
で
は
、
建

設
開
始
と
と
も
に
事
業
者
は

一
般
の
保
険
会
社
が
提
供
す

る
建
設
工
事
保
険
な
ど
に
加

入
す
る
が
、
設
備
が
あ
る
程

度
完
成
し
、
試
運
転
の
た
め

に
核
燃
料
が
原
子
炉
に
装
て

ん
さ
れ
た
時
点
で
放
射
能
リ

ス
ク
が
当
該
保
険
契
約
上
免

責
に
な
る
た
め
、
米
国
で
あ

れ
ば
有
事
被
害
者
保
護
を
目

的
と
し
た
強
制
加
入
の
賠
償

責
任
保
険
で
あ
る
Ａ
Ｎ
Ｉ

（A
m
erican

N
u
clear

In
su
ran
ce

）
で
補
償
さ

れ
る
。
こ
れ
は
プ
ラ
イ
ス
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
日
本

で
は
1
9
6
0
年
に
国
内
損

保

社
で
結
成
さ
れ
た
日
本

20
原
子
力
保
険
プ
ー
ル
が
こ
れ

に
該
当
す
る
。

原
子
力
事
業
者
で
構
成
さ

れ
る
保
険
共
済
制
度
Ｎ
Ｅ
Ｉ

Ｌ
（N

u
clear

E
lectric

In
su
ran
ce
L
im
ited

）

に
よ
り
、
米
国
原
子
力
事
業

者
の
財
物
補
償
（
1
事
故
当

た
り
約
3
1
6
2
億
円
）
や

利
益
保
証
（
同
約
5
6
3
億

円
）
が
提
供
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
り
核
燃
料
装
て
ん

後
の
建
設
工
事
補
償

も
賄
わ
れ
る
。

な
お
、
原
発
建
設

事
案
で
は
、
以
下
に

挙
げ
る
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
各
方

面
の
専
門
家
が
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を

個
別
に
実
施
し
、
各

分
析
の
検
証
を
重
ね

る
。▽

技
術
の
選
択

▽
建
設
地
の
選
定

▽
共
同
事
業
者
の

選
定▽

事
業
収
支
計
画

▽
発
電
設
備
の
調

達
▽
各
種
原
発
規
制

関
連

▽
資
金
調
達
・
返
済
計
画

▽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
に

わ
た
る
長
期
売
電
計
画

▽
運
転
・
操
業
労
務
計
画

な
ど
。

マ
ー
シ
ュ
の
原
発
建
設
事

業
向
け
Ｒ
Ｍ
は
、
ハ
ー
ド
面

（
設
備
）
、
建
設
・
運
転

（
ソ
フ
ト
面
）
、
防
災
・
安

全
面
の
三
つ
に
大
別
さ
れ

る
。
保
険
分
野
に
強
み
を
持

つ
第
三
者
と
し
て
の
専
門
的

な
視
点
で
リ
ス
ク
を
洗
い
出

し
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る

た
め
の
支
援
を
行
う
。
例
え

ば
、
事
故
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
の
対
策
、
万
一
の

事
故
の
災
害
へ
の
発
展
防
止

策
、
過
去
の
事
故
事
例
の
分

析
に
基
づ
く
防
災
設
備
や
管

理
体
制
の
点
検
・
補
正
な
ど

を
支
援
し
て
い
く
。
さ
ら

に
、
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
視
点
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
体
の
保
険
設
計
を
担
当

し
、
リ
ス
ク
転
嫁
方
法
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
最
大
の

強
み
は
、
原
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
不
可
欠
な
Ａ
Ｎ
Ｉ
や
Ｎ

Ｅ
Ｉ
Ｌ
な
ど
に
対
す
る
実
績

に
裏
打
ち
さ
れ
た
Ｒ
Ｍ
の
技

術
力
、
保
険
設
計
能
力
を
生

か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
事
業
者

側
に
提
供
で
き
る
こ
と
に
あ

る
。現

地
の
法
規
制
や
業
界
特

有
の
リ
ス
ク
を
熟
知
し
た
社

内
外
の
原
子
力
Ｒ
Ｍ
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
や
、
マ
ー
シ
ュ

の
米
国
全
土
に
広
が
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
保
険
手
配

ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
可
能
な
体

制
を
有
し
て
い
る
。

日
本
の
原
発
メ
ー
カ
ー
は

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術

力
を
有
し
、
米
施
設
の
建
設

を
請
け
負
う
最
有
力
候
補
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今

後
予
定
さ
れ
る
中
国
、
イ
ン

ド
、
中
東
で
の
原
発
建
設

に
、
現
在
進
行
中
の
こ
れ
ら

米
国
の
事
例
で
得
ら
れ
た
経

験
が
生
か
さ
れ
る
と
思
わ

れ
、
日
本
の
原
発
メ
ー
カ
ー

に
対
し
て
も
こ
の
分
野
で
の

経
験
を
バ
ッ
ク
に
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
マ

ー
シ
ュ
ブ
ロ
ー
カ
ー
ジ
ャ
パ

ン
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。
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中
国
な
ど
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
に
も

原発建設向けＲＭの現原発建設向けＲＭの現状状

米国本社・原子力部門のメンバーと今回取材した中澤
氏（右から2番目））

核燃料サイクルの各段階での保険対応の参考図（マーシュ作成）

核燃料サイクル

ウランの採鉱

再処理

ウランの粉砕 ウランの転換

装荷・発電

成型加工

使用済み燃料
の中間貯蔵

濃縮／
再転換

放射性廃棄
物の処理

保険上の放射物質の取り扱いにおける境界線

・濃縮までの輸送保険と賠償責任保険
は一般の保険マーケットで付保可能

・濃縮以降の輸送保険と賠償責任保険
については、原子力プールまたは
原子力共済制度で引き受け
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